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 ８月 27 日(木)に観察会を無事に終えました。大変な暑さにもかかわらず，講師の方々，NPO

いいろこ十二潟を守る会，岡方地区コミュニティ委員会や地域内外から２４名もの皆様が参加くだ

さり，観察会のお手伝いをしていただきました。本当にありがとうございました。当日は熱中症対

策として，テントの設置や観察時間の短縮，途中に公民館での休憩時間を設けました。子どもたち

の頑張りや，参加者の皆様のご協力により計画通りに実施でき安堵しております。 

 この暑さは十二潟の植物にも影響しており，アサザ・ガガブタの花や葉は少なく元気がないよう

でしたし，何といっても近年大繁殖しているヒシも少なく，潟舟の進みがスムーズに感じられまし

た。観察会から数日後の少し暑さが緩んだ日に十二潟の様子を見てきました。その日にはアサザ・

ガガブタの花も数を増し，かわいらしい姿を楽しむことができました。 

 県立植物園の倉重園長からも「数が減少してきているのか?暑さのせいなのか?また来年に引き

継いでほしい。数値だけでなく，目で見た変化や感じたことも記録して残していくことが大切。」

とのご指導をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

ふれあい 

5 年生 総合・第２回十二潟観察会  



 

 

 

 ７月 30 日（木）に大瀬柳神楽保存会・会長の安達治威さんにお越し 

いただき，「神楽のお話会」を行いました。主にお祭りで見ている神楽 

ですが，いつ頃からどのような目的で継承されているのかをお話いただ 

きました。DVDで大瀬柳神楽を鑑賞し，一つ一つの動きの 

意味も教えていただきました。このお話会で学んだうえで実際 

にお祭りで神楽を見ることを楽しみにしていた子どもたちです 

が，残念ながら今年の神楽舞は中止となってしまいました。 

夏休み明けには各地域の神楽の DVD を鑑賞しました。地域 

ごとの相違点など熱心に話し合っていました。各地域で大切に 

守り続けられている神楽が，これからも絶えることなく継承さ 

れることを願っています。安達さん，ありがとうございました。 

 

                     ＊これから実施予定の活動や，取り組み中のものを                 

                      お知らせします。 

 

  

昨年度，灰塚側の下池だけでなく，平林側の上池も見学し 

 新たな十二潟の魅力を発見しました。今年度も倉島さんから 

 昔のお話をお聞かせいただき，上池と下池の自然に触れ，違 

 いを感じ取れればと思っています。（9 月 24 日に実施予定） 

 

 

                 昨年度，新潟市の調査に同行させていただき経験した生き物

調査を，今年度は４年生の十二潟学習として実施します。NPO

いいろこ十二潟を守る会よりバックアップしていただき,十二

潟に生息する生き物を観察し，未来に活かせる調査にしていけ

ればと考えています。 （9 月 2８日に実施予定） 

                 

                  

                 ７月に実施した座談会で，未来の十二潟への提言として様々 

                な意見を聞いていただきました。子どもたちの意見に対し 

「何とかこたえてあげたい!!」との熱意のおかげで動き始めた

ことがあります。「遊歩道の設置」です。土を盛って整地し

観察や散歩で歩きやすい道を作ることになりました。３年間

に分けて実施し，完成させることになりました。大人も子ど

もも十二潟をさらに良くしていきたいという思いが繋がっ

た結果です。十二潟の保全活動や子どもたちの学びが充実し

たものになるように，今後も関係各所との連携を強化してい

きたいと思います。 

３年生 総合・岡方お宝調査隊 「神楽のお話会」 

十二潟学習 充実しています!! 

３年生 昔の十二潟のお話会 

４年生 十二潟の生き物調査 

６年生 NPOとの座談会を行い，その後… 


